
大学教育改革地域フォーラムの結果等

【名 称】大学教育改革地域フォーラム 2012 in 関西国際大学
【日 時】平成24年４月28日（土）１３：３０～１６：３０

資料２
中央教育審議会

大学分科会大学教育部会（第１４回）
Ｈ２４．５．１０

【テーマ】学生の主体的な学びを確立するため、どうすれば学修時間を確保できるか
【形 式】パネルディスカッション（進行：川嶋神戸大学教育推進機構教授）

（濱名学長、大学関係者、産業界関係者、関西国際大学学生、文部科学省）
【参加者】360名（学生:149名、大学関係者:161名、その他:50名）

【パネルディスカッションにおける参加学生等の主な意見】【パネルディスカッションにおける参加学生等の主な意見】

（学生パネリストの主な発表）

○ 「審議まとめ」の「学士課程教育の質的転換の前提として、学生に、授業時間にとどまらず授

業のための事前の準備や事後の展開などの主体的な学びに要する時間を含め、十分な総学

修時間の確保を促すことが重要である」とする点は重要。

○ 「審議まとめ」にある通り キャンパス内だけでなく学外の活動の重視も大事○ 「審議まとめ」にある通り、キャンパス内だけでなく学外の活動の重視も大事。

○ 大学だけではなく小・中・高等学校の間にキャリア教育の実施や学習習慣を身につけることで

「審議まとめ」にあるような効果がより一層期待できるのではないか。

○ 学修時間を確保するために、①推薦入試ではその学部に関する小論文等が課されており、

一般入試でもミスマッチを避けるためにその学部で何を学びたいかの小論文を課してはどうか。

②学生は教授の好感度や授業方法などで選択科目を選ぶ傾向があるため、教授間の連携と教

授法の工夫をして欲しい授法の工夫をして欲しい。

（参加学生からの主な発表）

○ 文系４年制大学の「大学には遊びに来ている」というイメージを転換することが必要。高等学校

段階から一環した施策が必要ではないか。

○ 勉強が目的ではなく、卒業論文や優良企業に採用される手段化しており、純粋に学ぶことを楽

しむことで 自分の将来像が見つかるのではないかしむことで、自分の将来像が見つかるのではないか。

○ 高等学校段階から職業体験をさせ、その苦労と賃金を得られる喜びを与えてはどうか。

（登壇パネリストの主な意見）

○ 学士課程教育改革を結実させるためには、教育界を超えた、“人を育てる”ことへの社会全体

の広範な参画をつくり出す必要がある。

○ 生活のためにアルバイトする学生が学修時間を確保する方策については大きな課題として○ 生活のためにアルバイトする学生が学修時間を確保する方策については大きな課題として

政府としても受け止めてほしい。

○ 学士課程教育の質的転換を図るためには大学における研究の振興と教育改革を合わせた施

策が必要。

○ 料理の世界では全て形から入るが、形が心を決めるんだということをもう一度認識し直さないと

いけない。そのためには大学における学びが形から入ることを大切にすべき。
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【学生を対象とした主なクリッカー※アンケート結果】
学生にとって、大学の授業以外に学ぶ時間を 実社会に出たときに、大学での

必要ではな

い

18%

無回答
6%

思わない
24%

無回答
1%

確保することは必要と思いますか。 勉強が役に立つと思いますか？

必要
76%

思う
75%

※クリッカー：大教室等でアンケートへの学生の回答を即時に集計・表示できる無線端末(100人)

【学生を含めた参加者を対象とした主なアンケート結果※※】

とても不満

足

本日参加された満足度をお聞かせください。

全くなかった

本日のフォーラム参加者の発言・コメントの中

に「ためになった」「参考になった」ものはあり

またしか？

とても満足
28%

やや満足
46%

やや不満足
8%

足

1% 無回答
17%

多数あった
28%

ややあった
57%

あまりなかっ

た

5%

全くなかった
0%

無回答
10%

【今後の開催予定】

満足度：74% 参考となるコメント：85%

※※回収率＝約51%(184人/360人)

【今後の開催予定】
○ ５月１６日（水） 熊本大学
○ ５月２８日（月） 早稲田大学
○ ６月１６日（土） 筑波大学
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大学教育改革地域フォーラムin関西国際大学(4/28)の様子

満員の会場壇上の様子 クリッカーによるアンケート

３名の関西国際大学学生パネリスト

学生からの発言の様子
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関西国際大学 ･文部科学省共催/大学コンソーシアムひょうご神戸後援

｢大学教育改革地域フォーラム 2012 in関西国際大学｣

～学生の主体的な学びを確立するため､どうすれば学修時間を確保できるか～

∫日 時 2012年 4月28日(土) 13:30-16:00

』会 場 関西国際大学 KmSホール 3階 (301教室)

[プログラムコ パネルディスカション

総合司会 関西国際大学 尼崎キャンパス事務部長 山崎浩一

13:30 主催大学挨拶 関西国際大学 学長 芸名 篤

13:40 映像 (導入画像) 文部科学省

T4:00 パネルディスカッション

進行 .モデレーター

14:05 特別パネリス ト

パネリス ト

14:20 パネリス ト

14:30 パネリス ト

14:40 パネリス ト

14:55 休 憩

15:05 学 生 発 言

神戸大学教育推進機桟教授 川嶋大津夫氏

文部科学副大臣 高井美穂氏

文科省高等教育局長 栃東久美子氏

関西国際大学 学長 芸名 第

-関西国際大学での教学マネジメントと箕保証の取り組みから～

関西学院大学 理工学部教授 浅野考平氏

～教員から見た審議まとめ～

がんこフードサービス株式会社 代表取締役会長

大阪商工会議所副会豆貢 小嶋淳司氏

～産業界から見た審議まとめ～

関西国際大学

教育学部英語教育学科2年生 坂口智香

教育学部教育福祉学科4年生 藤田 歩

教育学部教育福祉学科4年生 山田佳奈

～審議会､文科省､大学､教員､産業界への意見～

15:20 パネルディスカッション

◆フロア学生 ｢クリッカー｣アンケー ト

(質疑応答)

15 :55 モデレーターまとめ

神戸大学教育推進機構教授 川嶋大津夫氏

16:00 閉 会
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